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要旨： 沖縄県では 2022年 5月に，手足口病が 6年ぶりに流行し警報が発令された．2022年 1月～12月までに小児科定

点医療機関（病原体定点）で手足口病と診断された患者の咽頭ぬぐい液 39 検体について，遺伝子解析とウイルス分離を

実施したところ，Coxsackievirus A6(CV-A6)が 16例，Coxsackievirus A10(CV-A10)が 10例，Coxsackievirus A16(CV-A16)

が 9 例，Rhinovirus(HRV)が 8 例，そして EnterovirusD68（EV-D68）が 4 例検出された．手足口病症例から EV-D68 が検

出されたことから，沖縄県南部保健所は EV-D68 による小児重症呼吸器疾患の発生状況を把握するため，感染症法に基づ

き積極的疫学調査を実施した．沖縄県南部医療センター・こども医療センターにおいて，2022年 10月～12月にウイルス・

細菌核酸多項目同時検出(Film Array 呼吸器パネル 2.1)で Rhinovirus/Enterovirus が陽性となった小児の重症呼吸器疾

患 4症例について検査を実施したところ，1例から EV-D68が検出された． 
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Ⅰ はじめに 
 Enterovirus D68(EV-D68)は主に小児で呼吸器疾患を

引き起こし，一部の小児では喘鳴や呼吸窮迫等のより重

篤な下気道症状が生じることもある 1,2）．2014 年に米国

で発生した EV-D68 の大規模なアウトブレイクでは急性

弛緩性麻痺(AFP)との関連性も報告されている 3）． 

沖縄県では 2022年に手足口病が流行し，5月に 6年ぶ

りに警報が発令されたことから，当所では例年よりも多

くの検体が病原体定点医療機関から集まり，感染症発生

動向調査事業として病原体を解析した．手足口病は

Coxsackievirus A6(CV-A6)，Coxsackievirus A10(CV-A10)，

Coxsackievirus A16(CV-A16)，Enterovirus A71(EV-A71)

などが原因ウイルスとされているが，2022 年 10 月の手

足口病症例からは EV-D68が複数検出された． 

沖縄県南部保健所は EV-D68 による小児重症呼吸器疾

患の発生状況を把握するため，感染症法に基づき積極的

疫学調査を実施し，当所にて病原体解析を実施した． 

今回は手足口病症例からの EV-D68の検出状況と，その

後の積極的疫学調査の概要について報告する． 

 

 

Ⅱ 方法 
 感染症発生動向調査事業として 2022 年 1 月～12 月ま

でに小児科定点医療機関（病原体定点）で手足口病と診

断された患者の咽頭ぬぐい液 39 検体を用いて検査を実

施した． 

患者の咽頭ぬぐい液から QIAamp Viral RNA Mini 

Kit(QIAGEN)を用いて RNAを抽出し，国立感染症研究所の

病原体検出マニュアル 4）に基づき，エンテロウイルス VP1

領域およびVP4-VP2領域を標的としたRT-PCRを実施した．

PCR 陽性となった検体について，ダイレクトシークエン

ス法によって塩基配列を決定後， MEGA-X および

Enterovirus Genotyping Tool を用いて塩基配列を決定

し血清型を同定した．ウイルス分離は 6 種類の細胞

（Vero9013，HEP-2，RD18S，A549，VeroE6，LLC-MK2）を

用いて実施した． 

南部保健所による積極的疫学調査では，沖縄県南部医

療センター・こども医療センターにおいて，2022 年 10

月～12 月にウイルス・細菌核酸多項目同時検出(Film 

Array呼吸器パネル2.1)でRhinovirus/Enterovirusが陽

性となった小児の重症呼吸器疾患 4症例について手足口

病と同様の病原体検査を実施した． 

*1現所属：宮古保健所，*2沖縄県立南部医療センター・こども医療センター，*3南部保健所． 
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Ⅲ 結果 
 感染症発生動向調査事業において，手足口病と診断さ

れた患者検体の遺伝子解析の結果，Coxsackievirus 

A6(CV-A6)が 16例，Coxsackievirus A10(CV-A10)が 10例，

Coxsackievirus A16(CV-A16)が 9 例，Rhinovirus(HRV)

が 8 例，そして EV-D68 が 4 例検出された．EV-D68 が検

出された４例は南部保健所および宮古保健所，八重山保

健所管内から届出があった症例で，うち 3 例は同時に

CV-A6や CV-A10など他の病原体も検出された（図 1）． 

EV-D68が検出された 4例はすべて 2歳以下で，海外渡

航歴は不明，男性が 1 例，女性が 3 例だった．臨床症状

は 38℃以上の発熱が 3例，口内炎が 1例，水疱・発疹が
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3 例で，検査票上では通常の手足口病との症状の違いは

見られなかった．ウイルス分離では CV-A6が 2例，CV-A16

が 8例分離できたが，EV-D68は分離することはできなか

った． 

南部保健所による積極的疫学調査では，遺伝子解析お

よびウイルス分離によって，Coxsackievirus B5(CV-B5)

が 2例，HRVが 3例，EV-D68が 1例から検出された． 

今回検出された計 5 例の EV-D68 と NCBI 登録株につい

て，近隣接合法で VP1領域の系統樹解析を実施した結果，

すべて Clade B3に分類され，本県の株は東京よりも米国

で検出の株に近縁であった（図 2）．なお，2014年に米国

で発生したアウトブレイク時の AFPに関連する EV-D68は

すべて Clade B1だった 3）． 

 

Ⅳ 考察 

今回，手足口病症例から EV-D68が立て続けに 4例検出

され，同時期の重症呼吸器疾患からも 1例検出された．

合計 5例から検出された EV-D68は 3カ所の異なる保健所

管内の症例だったことから，沖縄県内の広い範囲で

EV-D68が流行していた可能性が考えられる．また，EV-D68

と同時に CV-A6や CV-A10が検出された手足口病症例が 4

例中 3例あったことから，EV-D68以外の病原体が手足口

病の起因ウイルスである可能性も考慮する必要があるが，

前述の通り EV-D68は重症呼吸器疾患や AFPとの関連も指

摘されているため，引き続き動向に注意したい． 
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